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「あたらさん」的 生活考
【あたら 可惜】とは「もったいない」の
古語で「あたらしい」の語源になったと
いわれています。【あたら＝もったいない】
に【さん＝ SUN ＝太陽】の恵みをプラス
して、さまざまな情報を発信しています。

那須 由莉：らぴす舎・代表

多くの家庭実用書や生活情報誌の編集に携わる。
2005 年『暮しの手帖別冊・あたらさん』の編集
長として、創刊と同時に「しなの鉄道・信濃追分駅」
駅舎に「あたらさん編集室」を設置、別冊の休刊
後も継続して駅舎を借り、2021年まで運営。「もっ
たいない＝あたらさん」の知恵と心をコンセプト
に、編集・制作と創作活動を続ける。信濃追分駅
『オオヤマ桜を守る会』、軽井沢・借宿『ビオトー
プ KBS』のメンバー。

　
大
正
12
年
生
ま
れ
の
〈
信
濃
追
分
駅
〉
は
、
駅
舎
や
ホ
ー
ム
の
待
合
室

も
ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま
ま
。
標
高
９
５
５
・
６
ｍ
、
国
内
の
私
鉄
で
は
一
番
、

国
内
で
は
標
高
第
２
位
の
高
原
の
古
駅
で
す
。

　
駅
開
業
の
10
月
は
関
東
大
地
震
の
あ
っ
た
翌
月
で
、
命
か
ら
が
ら
故
郷
に

向
か
う
人
々
が
浅
間
山
の
見
え
る
ホ
ー
ム
に
降
り
立
ち
、
草
花
を
愛
で
「
乗

車
時
間
だ
と
せ
か
し
て
も
、
花
の
前
で
動
か
な
か
っ
た
。」
と
語
る
、
当
時

の
駅
員
さ
ん
の
話
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
か
ら
、
駅
の
草
花
は
乗
客
の
心
に
寄
り
添
い
、
ひ
と
と
き
の
癒

し
と
な
っ
て
咲
い
て
い
た
の
で
す
。
私
自
身
も
子
供
時
代
、
上
野
駅
か
ら

父
に
連
れ
ら
れ
ヤ
マ
ユ
リ
や
月
見
草
の
咲
く
駅
に
到
着
す
る
と
『
こ
れ
が

高
原
の
匂
い
！
』
と
深
呼
吸
し
た
も
の
で
す
。

　
国
鉄
の
民
営
化
に
と
も
な
い
、
し
な
の
鉄
道
に
移
管
さ
れ
て
か
ら
は
人

手
も
な
く
、
除
草
剤
が
撒
か
れ
草
花
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　
駅
舎
に
編
集
室
を
設
置
し
た
と
き
、
数
本
の
木
が
残
る
だ
け
に
な
っ
た

ホ
ー
ム
を
眺
め
な
が
ら
、
山
野
草
が
咲
き
香
る
、
か
つ
て
の
駅
を
取
り
戻

そ
う
！
　
と
、
次
世
代
に
渡
す
た
め
の
活
動
を
地
域
の
有
志
と
開
始
。
追

分
ゆ
か
り
の
作
家
・
堀
辰
雄
の
愛
し
た
「
野
ば
ら
」
を
雑
木
林
か
ら
何
十

本
も
移
植
し
ま
し
た
が
、
除
草
剤
が
堆
積
す
る
土
に
根
が
到
達
す
る
や
い

な
や
、
み
る
み
る
枯
れ
る
と
い
う
悲
劇
も
。

　
10
年
以
上
を
経
て
土
も
元
気
を
取
戻
し
、
自
生
し
て
く
る
草
花
も
増
え

ま
し
た
。
あ
る
が
ま
ま
の
植
生
（
雑
草
!?
）
を
活
か
し
な
が
ら
、
お
気
に
入

り
の
山
野
草
や
花
樹
で
彩
り
を
添
え
る
「
あ
た
ら
さ
ん
的
庭
造
り
」。
大
金

を
か
け
ず
に
「
山
野
草
の
駅
」
が
実
現
し
ま
し
た
。

冬
は
雪
の
浅
間
山
を
背
景
に
、

バ
ラ
の
赤
い
実
が
映
え
る
。
12

年
前
、
上
下
ホ
ー
ム
に
有
志
と

植
え
た
「
野
ば
ら
」
は
11
本
生

き
残
り
、
６
月
に
は
白
い
花
が

た
わ
わ
に
咲
き
、
芳
香
が
漂
い

ま
す
。

あ
る
が
ま
ま
の
自
然
を
い
か
し
て

―
―
乗
客
の
心
に
寄
り
添
う
「
山
野
草
の
駅
」
―
―

上
下
ホ
ー
ム
の
植
栽
部
分
に
樽
プ
ラ
ン
タ
ー
を
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
に
置
き
、
高
原
特
産
の
「
花
豆
」
を
育
て

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
観
賞
用
と
し
て
中
国
か
ら

渡
来
し
た
植
物
と
あ
っ
て
、
赤
い
花
が
見
事
。
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